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研究分野の垣根を超えて共同研究。
産業界とも連携し、

「太陽光発電」は実用化の時代へ
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12―15 岐大で生まれるもの。最先端研究の現場。

美術は子どもの思考力や判断力を培う教科。
その力を伸ばすカリキュラムを開発しています。

岐阜大学教育学部 美術教育講座
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岐阜の自然の現状を踏まえた戦略を立て、
１００年後の未来に自然を残していくことが使命です。

岐阜大学地域科学部 地域政策学科 地域環境講座 
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16―17 ひらけ！ 授業の扉

工学部 2 年次前期基礎科目「技術表現法」

社会で活躍する技術者の育成を目指し、
問題解決力と表現力を実践で錬磨。

岐阜大学工学部 グローバル化推進室
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岐阜大学留学生センターが
日本語・日本文化研修留学生10人による

「日本研究発表会」を開催しました

岐阜大学留学生センターは、岐阜大学サテライト
キャンパスにおいて、岐阜市立図書館との共催で日本
語・日本文化研修留学生（日研生）による日本研究発
表会を開催しました。日研生は各々の論文を発表し、
研修の総仕上げを行いました。

毎年10月から翌年8月までの約1年間、岐阜大学に
留学して、主に日本語と日本文化について学ぶ日研生。
今年はタイやスウェーデンなど6カ国から留学した10
人が、日頃の学習や研究の成果を発揮して、流暢な日
本語で論文を発表しました。当日は大学関係者だけで
はなく一般の方々も多数来場され、熱い拍手と声援が送
られました。彼らは8月21日（木）の修了式後に帰国し、
母国の大学や教育機関で再び勉学に励んでいます。

私の故郷は川が多く、人々は川に囲まれて生活していま
す。漁業も盛んで様々な漁法がありますが、鵜飼のような
漁法は行われておらず興味を持ったため、鵜飼の無形文化
遺産への登録が可能かどうかを研究テーマに選びました。
まずは市民と鵜飼との関わりについて調査しました。鵜匠
や船頭さんへのインタビューも行い、観覧船にも乗って、
自然と伝統文化が融合したその素晴らしさを実際に体験
しました。その結果、岐阜県や市は鵜飼という伝統文化を
とても大切にしていることが分かりました。しかし、その
一方で鵜飼を楽しむ人々が年とともに減少していることか
ら、無形文化遺産への登録はまだ時間がかかるという結論
に至りました。市民がもっと鵜飼の素晴らしさを理解し、
その伝承に協力することができれば、登録への道のりも遠
くはないと思っています。

また、留学中には茶道な
ど、多くの日本の文化に触
れることができました。こ
の経験を生かし、将来はタ
イと日本の架け橋になるよ
うな仕事に就きたいと考え
ています。

スウェーデンやドイツなど、ヨーロッパの学校では労働
現場で学びながら職業訓練を行う徒弟教育「デュアルシス
テム」が盛んに行われています。日本でも企業での実習と
職業訓練機関での座学を並行的に行う「日本版デュアルシ
ステム」がありますが、賃金をもらいながら学ぶヨーロッパ
とは違いがあります。この制度内容を比較しようと思った
のが研究を始めたきっかけです。実際にシステムを導入し
ている学校へインタビューに伺い、またスウェーデンに関し
て研究している他大学の先生にも学び、調査を進めました。
その結果、日本版デュアルシステムは完全な徒弟教育では
なく、日本に合うように変化させていることが分かりました。
クリスマスなどもそうですが、外国の教育や文化をうまく取
り入れて自分たちのものにする、それが日本文化の特徴の
一つだと思います。

この研究を通して、日本
を知ると同時に、母国の文
化や歴史についても改め
て興味を持つことができ
ました。将来は日本で教
育関連の仕事や研究がで
きればと考えています。

ルアンシュアムアン・
ジェンチラー さん〈タイ〉

長良川鵜飼の文化戦略
―ユネスコ「世界無形文化遺産」への登録は可能か―

ニクラス・ブロムベリ さん

〈スウェーデン〉

日本には「徒弟教育」があるか
―日

にっすい

瑞の高校教育における企業実習を中心に―

意識を変えて鵜飼の継承に取り組めば
無形文化遺産登録への道のりは遠くないと実感しました

外国の教育や文化をうまく取り入れる
日本の文化に対して理解が深まりました

災害と多文化共生や言語についてなど、日研生は様々なテーマで研究に挑みました
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「日本文化の体験の中でも茶道が一番
楽しかった。着物も着られて嬉しいで
す」と話すルアンシュアムアンさん

「研究や授業は大変だったけど、達成
感を味わいました」と話すニクラス
さんは、大学院へ進むために勉強中

平成26年8月3日（日）
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